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本研究課題は、平成24年度 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点公募型共同研究に採択
された研究課題をより発展させることを目的とする。 

悪性腫瘍（癌）の治療法は、腫瘍に対する三大療法として、外科手術、化学療法、放射線治療がある。
そのうち放射線治療は、患者への負担が小さいだけではなく、他の療法以上の治療成績を上げる場
合も少なくない。放射線治療において、高線量を１回で照射するのではなく、少量の線量を複数回に
分けて照射する分割照射放射線療法は、多くの場合、良好な治療成績を上げている。しかし、臨床的
には、通常分割照射が好ましくない例も少なくない。 

以上の背景より、線量効果を記述する数理モデルの代表であるLQモデル等のもとで最適な分割照射

計画を統計的に導出することを目的とする。さらに、治療の効果および副作用について、情報科学お
よび計算機統計学の観点から予測することが可能になる。 

共同研究者：伊達広行（北大・保健）、高尾聖心（北大・医）、栗原考次（岡山大・環境）、清水信夫（統数研）、 
                             南 弘征、小宮由里子、松井佑介（北大・情報基盤センター） 
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Number of Fractions vs Damage Effect (Doubling time= 100 )
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